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　はじめに

ヒゲワラスボ Trypauchenopsis intermedia Vols, 1903

は体が無鱗で細長い，背鰭が 1基で基底が長い，

背鰭と臀鰭の鰭膜が尾鰭と連続する，頭部全体に

ひげをもつなどの特徴をもち（Shibukawa and 

Murdy, 2012；明仁ほか，2013），一種でヒゲワラ

ス ボ 属 Trypauchenopsis Volz, 1903 を 構 成 す る

（Shibukawa and Murdy, 2012）．本種は環境省レッ

ドリストでは絶滅危惧 II類（環境省，2020），鹿

児島県では準絶滅危惧種（米沢・四宮，2016）に

指定されている希少なハゼ科魚類である．

2019年 9月に種子島南種子町大浦川下流域に

て 3個体のヒゲワラスボが採集された．これら標

本は種子島におけるヒゲワラスボの標本に基づく

初めて記録となり，本種の分布情報の蓄積は，保

護対策の検討などに際して有益と考えられるた

め，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947)

と Shibukawa and Murdy (2012)にしたがった．標

準体長は体長または SLと表記した．体各部の計

測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで行

い，計測値は体長に対する百分率で示した．生鮮

時の体色の記載は，3個体の種子島産標本（記載

標本の項を参照）のカラー写真に基づく．標本の

作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告に用いた標本は鹿児島大学総

合研究博物館（KAUM）に保管されており，上

記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録さ

れている．

　結果と考察

Trypauchenopsis intermedia Vols, 1903

ヒゲワラスボ　（Fig. 1; Table 1）

標本　3個体（体長 17.3–75.1 mm）：KAUM–I. 

132844，体長 75.1 mm，KAUM–I. 132845，体長

19.1 mm，KAUM–I. 132846，体長 17.3 mm，鹿児

島県熊毛郡南種子町大浦川下流域，水深 0.3 m，

タモ網，2019年 9月 13日，古𣘺龍星・是枝伶旺．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1に示した．体は細長く，頭部は円筒形

で体部はやや側偏する．吻端は丸い．鼻孔は 2対

で互いにやや離れる．前鼻孔は吻端付近に位置し，

後鼻孔は眼の前方に位置する．口裂は端位でやや

大きく，上顎後端は眼窩前縁に達する．下顎は上

顎より突出する．眼は頭部の背縁付近に位置し，

非常に小さい．上顎から下顎，眼の周り，頬部，

および鰓蓋には多数の短い皮弁がある．腹部側面

には前後方向に並んだ 1列の小さな乳頭状突起が

ある．頭部および体部に鱗はない．背鰭は 1基の

みで基底が長く，尾鰭と鰭膜で繋がる．背鰭起部

は胸鰭起部上端より後方に位置し，胸鰭後端より

前方に位置する．胸鰭起部上端は胸鰭起部下端よ

り僅かに後方に位置する．胸鰭に遊離軟条はない．

腹鰭は吸盤状で腹鰭起部は胸鰭起部下端より前方
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に位置する．たたんだ腹鰭の後端は肛門に達しな

い．臀鰭は基底が長く，尾鰭と鰭膜で繋がる．尾

鰭はくさび形で背鰭と臀鰭の鰭膜と連続してお

り，後端がよく伸びる．

色彩　生鮮時の色彩 –大型個体（KAUM–I. 

132844）においては体背面から体側中央にかけて

赤褐色を呈し，体側下部はえんじ色を呈する．腹

部は体側中央から体腹面にかけて薄く赤みがかっ

た白色で，7本の赤褐色斜線が入る．頭部は背面

が赤褐色で，頬部から下顎，鰓蓋下部，頭部腹面，

および頭部の皮弁は赤みがかった薄い桃色．胸鰭

と腹鰭は半透明で朱色みを帯びる．胸鰭基底に大

きな金色斑があり，周りは薄い赤色．背鰭と臀鰭

は半透明で黄色みを帯び，臀鰭は薄い．背鰭基底

は黒褐色で，臀鰭基底は白色．尾鰭基底は暗色を

呈する．尾鰭は半透明で中央部が黒色みがかり，

上部と下部は黄土色みを帯びる．

小型個体（KAUM–I. 132845, 132846）において

は全体的に薄橙色を呈し，頭部はやや褐色みがか

る．鰓蓋や腹部は内部が透けて鮮やかな赤色を呈

する．体側中央においても内部が透け，暗い赤色

を呈する．頭部の皮弁は白色半透明．胸鰭と腹鰭

は半透明で朱色みを帯びる．背鰭は半透明で黄色

みがかり，臀鰭は白色半透明．背鰭基底は黄色．

尾鰭は白色半透明で，中央部がやや黄色みを帯び

る．

Fig. 1. Fresh specimen of Trypauchenopsis intermedia from Tanega-shima island, Osumi Islands, Kagoshima Prefecture, Japan (A: KAUM–I. 
132844, 75.1 mm SL; B: KAUM–I. 132845, 19.1 mm SL).

KAUM–I. 132844 KAUM–I.132845 KAUM–I.132846
Standard length (mm) 75.1 19.1 17.3
Counts
 Dorsal-fin elements 39 38 37
 Anal-fin elements 31 27 30
 Pectoral-fin rays 17 17 16
 Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 I, 5
 Segmented caudal-fin rays 16 16 17
Measurements (% SL)
 Total length 128.5 124.1 127.7
 Head length 11.7 19.4 19.1
 Head depth 5.5 10.5 8.7
 Head width 5.6 11.0 8.7
 Body depth 5.9 8.9 7.5
 Body width 4.1 4.7 4.0
 Nape width 4.3 6.8 5.2
 Pelvic-fin length 10.1 15.7 16.8
 Pectoral-fin length 6.5 8.9 10.4
 Predorsal length 19.4 29.3 28.3
 Preanal length 35.3 50.3 50.3

Table 1. Counts and proportional measurements of specimens of Trypauchenopsis intermedia from Tanega-shima island, Osumi Islands, 
Kagoshima, Japan.
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分布　本種は日本から東南アジア，ミクロネ

シアのマリアナ諸島とキャロライン諸島，および

南アフリカに分布する（Shibukawa and Murdy, 

2012）．日本国内においてはこれまでに静岡県，

和歌山県，高知県，大隅諸島（屋久島），奄美群

島（奄美大島・徳之島），沖縄諸島（沖縄島・久

米島），宮古諸島（宮古島・伊良部島），および八

重山諸島（石垣島・西表島・与那国島）から記録

されている（中谷，2012；明仁ほか，2013；吉郷，

2014； 米 沢・ 四 宮，2016；Nakae et al., 2018; 

Mochida and Motomura, 2018；金川ほか，2018）．

本研究によって新たに大隅諸島の種子島から本種

が記録された．

備考　種子島産の標本は体が細長く背鰭が 1

基で基底が長いこと，体側に鱗がないこと，胸鰭

上部に糸状の遊離軟条がないこと，頭部全体にひ

げがあることなどの特徴が Shibukawa and Murdy 

(2012)や明仁ほか（2013）によって示されたヒゲ

ワラスボ T. intermediaの特徴とよく一致したため

本種に同定された．

ヒゲワラスボの日本国内における記録は「分

布」の項目で述べたとおりであり，これまでに本

種の分布について取り扱った研究（例えば明仁ほ

か，2013；吉郷，2014；米沢・四宮，2016）や種

子島で釣獲された魚類についての報告（鏑木，

2016）においても種子島からは記録されていない．

したがって，本報告は種子島におけるヒゲワラス

ボの初めての記録となる．

本研究で記載を行った標本はすべて南種子町

の大浦川下流域の軟泥が堆積した岸際の特定の地

点からのみ得られた．第 1, 2著者は大浦川の下流

から河口にかけて広く調査を行ったがヒゲワラス

ボは前述の地点からしか得られておらず，大浦川

における本種の生息数は少ないことが示唆され

る．ただし，大浦川のマングローブ林は広大で

あり，ヒゲワラスボはマングローブ林が伴う，自

然な地形の残された汽水域に多いと考えられてい

ること，および泥中に生息し，発見が困難である

こと（前田，2017）から，さらなる調査によって

新たな生息地点がみつかる可能性がある．

ヒゲワラスボの仔魚は海域で 30–50日の浮遊

期を過ごし，沖縄島では 6–1月に体長 8–10 mm

で加入することから（立原，2015；前田，2017），

種子島産の小型個体（KAUM–I. 132845，体長

19.1 mm；KAUM–I. 132846，体長 17.3 mm）は当

歳魚であり，大型個体（KAUM–I. 132844，体長

75.1 mm）は越冬個体であると考えられる．

ヒゲワラスボは鹿児島県において準絶滅危惧

種に指定される希少なハゼ科魚類であり，本種の

県内における生息地は限られ，環境の悪化により

生息数が減少傾向にあることから，本種の生息地

の流域全体の保全が推奨されている（米沢・四宮，

2016）．本種の越冬が示唆された大浦川において

も自然環境の保全が重要である．
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